
 

山
北
町
の
生
涯
学
習
セ
ン

ター

へ
伺
い
、
御
殿
場

線
利
活

用
推
進
協
議

会
の
総
会
に
、
協

議
会
の
顧
問
と
し

て
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

御
殿
場
線
は
、

田
島
出
身
の
私
の

原
風
景
で
す
。 

も
っ
と
便
利
に

な
っ
て
ほ
し
い
し
、
も
っ
と
活
用

し
な
い
と
本
当
に
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
２

社
を
ま
た
ぐ
区
間
で
Ｉ
Ｃ
カー

ド

の
相
互
利
用
が
で
き
な
い
の
は
非

常
に
不
便
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
、
一
刻
も
早
く
改
善

さ
れ
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
も
う
一
つ
私
が
注

目
し
て
る
の
は
、
自
転
車
持
ち

込
み
の
緩
和
。
で

き
た
ら
、
折
り
た

た
ま
な
い
で
そ
の

ま
ま
乗
車
で
き
る

車
両
を
導
入
し

て
ほ
し
い
。 

今
自
転
車
が
熱

い
！
御
殿
場
線

の
出
発
駅
で
あ

る
国
府
津
に

は
、
ス
ポー

ツ
サ
イ
ク
ル

の
専
門
店
も

で
き
た
し
、

自
転
車
愛
好

家
の
ち
ょ
っ

と
し
た
溜
ま
り
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。 と

く
に
、
梅
林
、
田
園
、
四
季

折
々
の
自
然
が
楽
し
め
る
御
殿
場

線
沿
線
は
、
自
転
車
で
巡
る
の
が

絶
対
楽
し
い
！
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

含
め
た
観
光
客
の
増
加
が
期
待
で

き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

御
殿
場
線
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
が
運
営
す
る
Ｈ
Ｐ
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

http://gotem
basen.net/ 

８
月 

日
は
、
今
年

17
で 

回
目
と
な
る

15
「
８
月 

日
を
考
え

15

る
会
」
主
催
の
講
演
会

に
実
行
委
員
と
し
て
参
加
。
私
は

司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
は
「
満
蒙
開
拓
団
」

を
テー

マ
に
、
戦
争
と
女
性
の
人

権
、
そ
し
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の

歴
史
を
考
え
る
企
画
。 

講
師
は
、
長
野
県
の
満
蒙
開
拓

記
念
館
の
事
務
局
長
、
三
沢
亜
紀

さ
ん
と
、
近
現
代
女
性
史
研
の
池

川
玲
子
さ
ん
。
講
師
は
必
ず
女

性
、
と
決
め
て
い
る
こ
の
会
は
、

今
回
も
満
席
。
内
容
も
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。 

戦
争
と
女
性
の
人
権
は
、
何
も

韓
国
の
慰
安
婦
問
題
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
敗
戦
直
後
の
旧
満
州

で
、
侵
攻
し
て
き
た
ソ
連
兵
か

ら
、
開
拓
村
を
守
る
た
め
に
性
接

待
に
差

し
出
さ

れ
た
若

い
女
性

た
ち
。

高
齢
に

な
り
勇

気

を

も
っ
て

や
っ
と
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
女
性
達
の
叫
び
の
よ
う
な
「
告

白
」
が
記
念
館
の
活
動
を
通
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

戦
争
を
知
る
世
代
が
減
る
中
で

な
ぜ
こ
ん
な
酷
い
こ
と
が
起
こ
る

の
か
を
、
共
有
す
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。 

８
月
１
９
日
か
ら
２
１

日
は
、
私
が
所
属
す
る

立
憲
民
主
党
・
民
権

ク
ラ
ブ
県
議
団
の
厚

生
員
会
の
メ
ン
バー

と
、

環
境
農
政
員
会
の
メ
ン
バー

で
合

同
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
１
日
目
は
長
野
県
へ
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
、
や
ま
ほ
い
く
事

業
、
種
子
条
例
に
つ
い
て
を
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
。
２
日
目
は
や
ま
ほ
い
く

事
業
の
見
学
と
甲
府
に
て
フー

ド

バ
ン
ク
山
梨
の
取
り
組
み
。
３
日

目
は
韮
崎
市
で
最
先
端
の
ス
マー

ト
農
業
を
行
っ
て
い
る
「
ア
グ
リ

マ
イ
ン
ド
」
の
農
業
を
見
学
。
ど

れ
も
今
、
神
奈
川
県
西
に
と
っ
て

重
要
な
テー

マ
。
学
び
を
し
っ
か

り
県
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
！ 
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当
選
し
て
初
め
て
の
議
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
議
会
は
定
数
１
０
５

人
。
そ
の
う
ち
、
女
性
議
員
は
１
９

名
。
全
国
で
は
３
位
。 

ま
た
、
私
が
所
属
し
て
い
る
会
派

「
立
憲
民
主
党
・
民
権
ク
ラ
ブ
」
２

６
名
で
、
県
議
会
の
中
で
は
２
番
目

に
大
き
な
会
派
と
な
り
ま
し
た
。
わ

が
会
派
の
新
人
議
員
は
１
１
名
。
女

性
議
員
は
６
名
（
う
ち
新
人
議
員
は

４
名
）
で
す
。 

県
議
会
で
は
、
本
会
議
の
ほ
か
に

分
野
ご
と
に
詳
し
く
調
査
を
す
る
８

つ
の
常
任
委
員
会
と
、
５
つ
の
特
別

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
、
人
権
及
び
男
女

共
同
参
画
、
次
世
代
育
成
、

私
学
、
保
健
医
療
、
生
活
衛
生
、
そ

の
ほ
か
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
や
健

康
医
療
局
の
仕
事
に
つ
い
て
審
査
す

る
、
厚
生
委
員
会
に
所
属
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
と
も
に
生
き
る
社
会

か
な
が
わ
」
推
進
特
別
委
員
会
に
所

属
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
県
議
会
で
は
会
派
ご
と

に
代
表
質
問
や
一
般
質
問
の
人
数

が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
今

回
、
議
場
に
登
壇
す
る
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
輩
議
員

の
補
助
者
と
し
て
、
質
問
の
サ

ポー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
と
て

も
緊
張
し
た
第
２
回
定
例
会
。
県

西
初
の
女
性
議
員
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
の
信
託
に
応
え
る
べ

く
、
、
第
３
回
定
例
会
も
全
力
で

頑
張
り
ま
す
！

8つの常任委員会 
総務政策常任委員会 
防災警察常任委員会 
国際文化観光・スポーツ常任委員会 
環境農政常任委員会 
厚生常任委員会 
産業労働常任委員会 
建設・企業常任委員会 
文教常任委員会

2019年8月30日発行 
発行責任者　佐々木ナオミ 

  〒250-0875 
　　小田原市南鴨宮3-6-13 天野ビル1F西  

phone.0465-46-6831 
fax.0465-46-6857 

https://naomi-sasaki.com/

2019年神奈川県議会第2回定例会

神奈川県議会　会派構成

私が属して 
いるのはココです。
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女性県議比率の推移
年度 女性議員数 比率 全国ランキング

2019年 19 18.1%

2015年 17 16.2% 4

2011年 14 13.1% 9

2007年 11 10.3% 11

2003年 10 9.4% 10

3

http://gotembasen.net/
http://gotembasen.net/
https://naomi-sasaki.com/
https://naomi-sasaki.com/


障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
施

設
や
病
院
か
ら
地
域
へ
と
移
行
す

る
た
め
の
受
け
皿
で
あ
る
グ
ルー

プ
ホー

ム
。 

家
賃
補
助
等
の
直
接
的
な
補
助
は

非
常
に
有
効
で
す
。 

現
在
、
神
奈
川
県
で
は
、
障
害

者
支
援
施
設
等
か
ら
地
域
生
活
に

移
行
し
た
場
合
に
限
り
、
家
賃
の

一
部
を
市
町
村
と
連
携
し
て
上
限

２
万
円
、
最
長
３
年
の
補
助
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
用
状
況

も
、
県
内
の
市
町
村
で
バ
ラ
バ

ラ
、
ま
た
在
宅
か
ら
グ
ルー

プ

ホー

ム
に
移
行
し
た
場
合
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

委
員
会
の
中
で
は
、
グ
ルー

プ

ホー

ム
へ
の
家
賃
補
助
が
な
い
市

町
村
が
県
内
で 

か
所
も
あ
る
こ

11

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
県
西
地
域
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
も
！ 

施
設
か
ら
地
域
へ
、
と
い
う
障

が
い
者
の
地
位
移
行
に
関
し
て

は
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
掲
げ

る
本
県
と
し
て
ど
こ
に
住
ん
で

も
、
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
か
れ

る
体
制
を
作
る
べ
き
で
す
。 

真
の
「
共
に
生
き
る
社
会
か
な
が

わ
」
の
実
現
の
た
め
、
障
が
い
者

福
祉
の
地
域
間
格
差
の
解
消
を
求

め
ま
し
た
。 

　
神
奈
川
県
は
、
神
奈

川
県
医
療
保
健
計
画
に

お
い
て
公
立
病
院
等
の

機
能
強
化
を
支
援
す
る

こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
現
在
小

田
原
市
で
は
、
小
田
原

市
立
病
院
の
建
て
替
え

が
基
本
設
計
予
算
が
議
会
を
通
る
な
ど
具

体
化
し
て
い
ま
す
が
、
県
西
地
域
の
医
療

の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
小
田
原
市
立
病

院
へ
の
支
援
策
を
質
問
。 

　
国
の
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
と
の
こ

と
。 ま

た
委
員
会
の
中
で
、
県
西
地
域
で
は

医
師
不
足
が
神
奈
川
県
内
で
も
特
に
深
刻

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。 

　
特
に
、
産
科
･産
婦
人
科
の
充
足
率

は 

％
、
麻
酔
科
に
至
っ
て
は 

％
と

68

24

極
端
に
低
く
、
夜
間
の
緊
急
手
術
が
地

域
内
で
困
難
な
状
態
で
す
。
女
性
医
師

の
復
帰
策
や
、
寄
付
講
座
を
地
域
を
限

定
し
て
行
う
こ
と
な
ど
も
含
め
、
医
師

の
確
保
策
に
つ
い
て
も
、
県
西
地
域
の

市
町
村
と
検
討
す
る
と
の
こ
と
。 

足
柄
上
病
院
と
小
田
原
市
立
病
院
と

い
う
県
西
地
域
の
２
つ
の
基
幹
病
院
を

中
心
と
し
た
ハー

ド
と
ソ
フ
ト
、
両
面

で
の
対
策
に
、
地
元
関
係
機
関
と
丁
寧

な
話
し
合
い
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

地域医療の東西格差と小田原市立病院について

10万人あたりの医師数 実数

神奈川県 213.0 19,476人

県西部 168.7 585人

全国平均 233.6 319,480人

県からの支給 市町独自の支給

横浜市 X ○

川崎市 X ○

相模原市 X ○

横須賀市 X ○

平塚市 X ○

鎌倉市 X ○

藤沢市 ○ ○

茅ヶ崎市 ○ ○

三浦市 X X

秦野市 X ○

厚木市 ○ ○

大和市 ○ ○

伊勢原市 ○ ○

海老名市 － ○

座間市 ○ ○

南足柄市 X X

綾瀬市 ○ ○

小田原市 ○ ○

箱根町 X X

湯河原町 X X

真鶴町 X X

開成町 X X

山北町 ○ X

大井町 X X

中井町 X ○

大磯町 X X

二宮町 X X

寒川町 X X

松田町 X X

葉山町 X ○

愛川町 ○ X

清川村 X ○

神奈川県のホームページから、各委員会

常任委員会・
特別委員会で

質問しました
！

グループホームの家賃補助（2019年）

福祉施策の地域間格差について

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
で
き
る
だ
け
通
常
の

学
級
で
共
に
学
び
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
ニー

ズ
に
応
じ
た
指
導
・
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
イ
ン
ク
ルー

シ
ブ
教
育
」
。 

「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲

章
」
を
掲
げ
る
本
県
で
は
、
イ
ン
ク

ルー

シ
ブ
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
特
別
委
員
会
で
は
そ
の
取
り

組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
県
立
高
校
で
知
的
障
が
い
の
あ
る

生
徒
が
一
緒
に
学
ぶ
「
イ
ン
ク
ルー

シ

ブ
教
育
実
践
推
進
校
」
。
こ
れ
ま
で
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
３
校
（
そ
の
う
ち
、
県
西

地
域
で
は
足
柄
高
校
で
実
施
）
で
の
実

施
で
し
た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
１

４
校
に
広
が
り
ま
す
。 

そ
の
際
重
要
な
の
は
、
小
中
学
校
で

の
イ
ン
ク
ルー

シ
ブ
教
育
の
取
り
組
み

状
況
で
す
。
現
在
、
小
学
校
で
は
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
で
は
な
か
な
か
取
り
組
み
に
く

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。 

イ
ン
ク
ルー

シ
ブ
教
育
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
支
援
の

内
容
を
決
定
し
た
り
、
先
生
方
や
保
護

者
の
相
談
に
も
対
応
す
る
教
育
相
談

コー

デ
ィ
ネー

ター
の
役
割
は
重
要
で

す
。
し
か
し
、
多
く
の
先
生
が
学
級
担

任
と
兼
務
し
て
い
る
た
め
、
十
分
に
対

応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
県
で
は
、
コー

デ
ィ
ネー

ター

業
務
に
あ
た
る
時
間
を

確
保
す
る
た
め
に
、
後
補
充
の
非
常
勤

講
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
コー

デ
ィ
ネー

ター

の
仕
事
量
は
、
決
し
て

少
な
く
な
い
こ
と
、
今
後
ま
す
ま
す
増

え
る
で
あ
ろ
う
ニー

ズ
を
考
慮
す
る

と
、
専
任
化
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。 

インクルーシブ教育の推進について

高等学校 通学区域

城郷高等学校 横浜市・川崎市
霧が丘高等学校 横浜市・川崎市
川崎北高等学校 川崎市
上矢部高等学校 横浜市
津久井浜高等学校 横須賀市・鎌倉市・藤沢市・茅ヶ崎市・逗子市・三浦市・葉山町・

寒川町湘南台高等学校
茅ヶ崎高等学校
二宮高等学校 平塚市・秦野市・伊勢原市・大磯町・二宮町・南足柄市・中井町・

大井町・松田町・山北町・開成町・小田原市・箱根町・真鶴町・ 
湯河原町

伊勢原高等学校
足柄高等学校
厚木西高等学校

相模原市・厚木市・大和市・海老名市・座間市・綾瀬市・愛川町・
清川村

綾瀬高等学校
上鶴間高等学校
橋本高等学校

インクルーシブ教育推進実践校（14校）

神奈川県議会第3回定例会
会議名 備考

9月6日 議会運営委員会  

提案説明

 

9月11日〜13日 本会議 代表質問

9月18日〜24日 本会議 一般質問

9月25日 議会運営委員会  

9月27日〜10月2日 常任委員会

10月4日 特別委員会  

10月10日 常任委員会 全委員会

10月11日 決算特別委員会  

10月15日 議会運営委員会  

10月17日〜11月7日 決算特別委員会  

11月18日 議会運営委員会  

11月28日〜12月2日 本会議 代表質問

12月4日〜5日 本会議 一般質問

12月9日〜10日 常任委員会

12月11日 特別委員会  

12月13日 常任委員会 全委員会

12月17日〜18日 議会運営委員会  

採決日

9月24日午後３時より 
佐々木ナオミ、一般質問に立
ちます！ぜひ傍聴にいらして
ください！！

https://kanagawa-pref.stream.jfit.co.jp/?
tpl=play_vod&inquiry_id=1514
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